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で
固
め
、本
丸
枡
形
は
日
本
最
大
の
馬
出
し
で
防
禦
し
て
い
る
こ
と
。

○
二
の
丸
御
殿
内
に
は
池
泉
回
遊
式
の
広
大
な
庭
園
を
備
え
、城
郭
内
庭
園
と

し
て
他
に
例
が
な
い
こ
と（
城
外
北
側
に
も
数
万
坪
の
庭
園
が
あ
っ
た
）。

○
木
曽
の
良
材
に
恵
ま
れ
天
守
・
御
殿
と
も
松
・
杉
を
控
え
て
良
質
の
無
節
の
檜

が
大
量
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と（
天
守
一
階
の
隅
柱
は
四
一
セ
ン
チ
角
、

管
柱
も
三
七
セ
ン
チ
角（
他
城
は
三
〇
セ
ン
チ
以
下
、現
在
の
一
般
住
宅
は

一
〇
・
五
セ
ン
チ
）と
特
太
の
柱
）。

○
天
守
閣
群
の
全
体
の
美
し
さ
は
白
鷺
城
姫
路
城
に
一
歩
を
讓
る
に
し
て
も
、

彦
根
城
・
松
本
城
に
劣
ら
ず
、早
く
焼
失
し
た
江
戸
城
・
大
坂
城
に
も
優
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

◎
総
合
的
に
、名
古
屋
城
天
守
閣
の
全
体
の
美
し
さ
は
、一
・
二
階
と
も
南
北

一
七
間（
一
間
は
七
尺
）東
西
一
五
間
、三
階
一
三
間
一
一
間
、四
階
一
〇
間
八

間
、五
階
八
間
六
間
と
い
う
逓
減
率（
四
・
三
・
二
）、一
・
二
階
は
却
っ
て
逓
減

な
し
と
な
っ
て
い
る
均
斉
、白
亜
の
漆
喰
壁
に
緑
青
の
噴
い
た
銅
板
瓦
の
上

品
な
対
比
、そ
の
上
に
二
メ
ー
ト
ル
四
〇
セ
ン
チ
も
あ
る
金
の
鯱
鉾
の
燦
然

た
る
黄
金
の
輝
き（
金
鯱
は
江
戸
城
・
大
坂
城
の
み
）、四
面
に
取
り
付
け
ら
れ

た
最
多
の
入
母
屋
破
風
・
千
鳥
破
風
・
唐
破
風
、四
隅
の
屋
根
の
適
度
の
反
り

上
が
り
、最
上
階
の
窓
の
上
下
の
長
押（
な
げ
し
）風
の
装
飾
、石
垣
・
建
物
の

高
さ
・
横
巾
の
釣
合
い
等
々
の
総
合
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、縦
軸
・
横
軸
、す
べ
て
の
城
が
現
在
ま
で
あ
る
と
し
て
、総
合
順
位
の
十

傑
を
選
定
す
る
と
す
れ
ば
、議
論
の
余
地
な
く
、一
位
江
戸
城
、二
位
大
坂
城
、三

位
名
古
屋
城
の
順
位
は
動
か
し
難
い
。
四
位
以
下
が
少
々
難
題
で
す
が
、四
位

は
豊
臣
大
坂
城
、五
位
は
安
土
城
、六
位
は
二
条
城
、七
位
は
姫
路
城
、八
位
は
熊

本
城
、九
位
は
駿
府
城
、十
位
は
彦
根
城
で
し
ょ
う
。
松
本
城
・
福
山
城
・
広
島
城

…
は
次
点
で
我
慢
を
乞
う
。

　

皆
さ
ん
も
各
自
評
価
を
し
て
み
て
下
さ
い
。

　

現
存
の
城
の
中
だ
け
で
評
価
す
る
の
は
、興
味
が
沸
き
ま
せ
ん
。

　

何
よ
り
も
今
は
無
い
と
い
う
だ
け
で
除
外
す
る
の
は
真
実
の
評
価
と
離
れ
ま

す
し
、心
な
ら
ず
も
姿
を
消
し
た
城
に
公
平
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
の
関
係

者
を
含
め
て
好
意
と
友
情
を
深
め
る
由
縁
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
の
勉
強

の
た
め
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　

陽
気
が
良
く
な
り
ま
し
た
ら
、一
度
、ご
案
内
致
し
ま
し
ょ
う
。

1  

提
言
、苦
情
、話
題
、問
答
、意
見 

な
ど

2  

ロ
ー
タ
リ
ー
文
芸

  　
（
1
）随
筆

  　
（
2
）俳
句
・
短
歌
・
川
柳 

ほ
か

  　
（
3
）善
語
座
右
・
四
字
熟
語
〈
座
右
の
銘
・
天
声
人
語
的
な
文
・
モ
ッ
ト
ー
な
ど 

〉  

3  

ロ
ー
タ
リ
ー
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
も
の

4  

同
好
会
、趣
味
の
会 

な
ど

5  

ク
ラ
ブ
の
催
し 

な
ど

6  

ク
ラ
ブ
の
奉
仕
活
動 

な
ど

● 

原
稿
量 

…
… 

概
ね
4
0
0
字
程
度
以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

● 

宛　

先 

…
… 

ガ
バ
ナ
ー
事
務
所
、『
奉
仕
の
理
想
』編
集
室
宛 

18
ペ
ー
ジ
参
照

 

写
真
が
あ
れ
ば
添
え
て
く
だ
さ
い
。

 

投
稿
者
の
ク
ラ
ブ
で
の
肩
書
、お
名
前
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

● 
形　

態 

…
… 

E
メ
ー
ル governor08-09@

rotary2760.org 

● 

締　

切 
…
… 

発
刊
の
2
ヶ
月
前
を
締
め
切
り
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
例 

4
月
号
の
締
め
切
り
…
2
月
末
）
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公
式
訪
問
と
地
区
大
会
が
終
わ
っ
て
心
の
重
し
の
取
れ
た
長
閑
な
貴
重
な
一

日
、今
流
行
り
の
観
光
検
定
の
一
つ
、名
古
屋
城
検
定
と
い
う
の
を
受
け
て
き
ま

し
た
。
事
の
つ
い
で
の
探
訪
が
嵩
じ
た
趣
味
の
城
で
す
…
。

　

ご
存
じ
の
様
に
、現
在
、愛
知
県
内
に
建
造
物
の
国
宝
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
三

河
吉
良
町
の
曹
洞
宗
金
蓮
寺
弥
陀
堂
、あ
と
二
つ
は
い
ず
れ
も
犬
山
市
に
あ
る

犬
山
城
と
織
田
有
楽
の
茶
室
如
庵
。
金
蓮
寺
弥
陀
堂
は
鎌
倉
初
期
の
寺
社
建
築
、

犬
山
城
は
桃
山
期
の
城
郭
建
築
、如
庵
は
江
戸
初
期
の
草
庵
風
数
寄
屋
建
築
で

す（
焼
失
前
国
宝
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
は
武
家
書
院
造
り
）。
全
国
の
城
郭
で
天

守
閣
の
現
存
す
る
城
は
わ
ず
か
一
二
城
、そ
の
中
で
国
宝
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

姫
路
城
、彦
根
城
、松
本
城
、そ
れ
に
犬
山
城
で
す（
二
条
城
天
守
閣
は
一
七
五
〇

年
頃
に
焼
失
し
、二
の
丸
御
殿
の
み
が
国
宝
）。
明
治
維
新
・
幕
末
動
乱
期
ま
で

健
在
で
あ
っ
た
天
守
は
六
五
城
。
そ
れ
を
乗
り
切
っ
て
今
次
大
戦
開
戦
ま
で
現

存
し
た
天
守
は
二
〇
。
大
戦
中
に
焼
失
し
た
天
守
は
七
城
。
和
歌
山
城
・
水
戸

城
・
広
島
城
・
岡
山
城
・
大
垣
城
・
福
山
城
、そ
れ
に
昭
和
五
年
城
郭
建
築
と
し
て

本
丸
御
殿
と
と
も
に
国
宝
第
一
号（
姫
路
城
は
翌
六
年
第
二
号
）に
指
定
さ
れ
た

名
古
屋
城
も
、昭
和
二
〇
年
五
月
一
四
日
正
午
前
、終
戦
を
わ
ず
か
三
カ
月
後
に

し
て
、天
守
閣
・
本
丸
御
殿
と
も
に
永
久
に
雄
姿
を
消
し
ま
し
た
。
惜
し
い
哉
‼

　

何
事
に
よ
ら
ず
、た
て
よ
こ
・
前
後
左
右
、他
と
の
対
比
に
お
け
る
検
討
評
価
・

位
置
付
け
が
肝
要
で
す
。
そ
の
結
果
、名
古
屋
城
の
特
筆
す
べ
き
事
項
は
以
下

の
通
り
で
す
。

　

比
較
対
照
し
た
主
な
城
は
、公
的
な
城
と
し
て
江
戸
城（
二
度
建
替
え
）大
坂

城（
徳
川
再
建
）・
二
条
城
・
駿
府
城
、準
公
的
城
と
し
て
福
山
城
、大
城
郭
と
し

て
江
戸
城
・
大
坂
城
に
加
え
て
熊
本
城
、美
的
観
点
か
ら
姫
路
城
・
彦
根
城
・
松
本

城
・
安
土
城
等
で
す
。

○
江
戸
城
・
大
坂
城
の
天
守
が
一
六
五
〇
年
頃
迄
に
、熊
本
城
が
明
治
維
新
後

焼
失
し
た
中
で
、唯
一
名
古
屋
城
は
大
城
郭
と
し
て
、築
城
以
来
今
次
大
戦

終
結
時
ま
で
三
〇
〇
年
以
上
に
亙
り
天
守
・
本
丸
御
殿
揃
い
で
存
続
し
て
き

た
こ
と
。

○
名
古
屋
城
は
二
條
城
と
と
も
に
、城
郭
建
築
史
上
普
請
・
作
事
に
お
い
て
最
高

の
完
成
度
の
域
に
達
し
た
城
で
あ
っ
た
こ
と
。

○
今
再
建
中
の
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
は
二
条
城
二
の
丸
御
殿
と
と
も
に
、床
・

棚
・
付
書
院
・
帳
台
構
の
正
式
の
座
敷
飾
り
を
備
え
、壁
・
襖
は
金
碧
障
壁
画
が

描
か
れ
、天
井
は
折
上
小
組
格
天
井
の
武
家
書
院
造
建
築
の
双
璧
で
あ
り
、そ

の
建
築
・
絵
画
・
工
芸
等
美
術
的
価
値
に
お
い
て（
江
戸
城
・
両
大
坂
城
・
安
土

城
を
除
き
）他
に
追
随
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
こ
と
。

○
名
古
屋
城
は
、尾
張
藩
一
藩
の
城
で
あ
り
な
が
ら
、江
戸
城
・
大
坂
城
の
幕
府

の
公
的
な
大
城
郭
に
伍
す
る
天
下
普
請
の
唯
一
の
大
城
郭（
五
層
五
階
地
下

一
階
・
総
床
面
積
日
本
一
、本
丸
か
ら
三
の
丸
ま
で
の
総
面
積
三
五
万
坪
第
三

位
）で
あ
る
こ
と
。

○
天
守
閣
・
小
天
守
と
三
つ
の
隅
櫓
と
そ
の
間
を
繋
ぐ
多
聞
櫓（
妻
側
三
間
の
長

屋
様
の
長
大
な
建
物
）が
広
大
な
本
丸
郭（
曲
輪
）を
構
成
す
る
大
連
立
の
様

式
で
あ
る
こ
と
。
他
に
二
條
城
の
例
が
あ
る
の
み
。

○
各
郭
の
出
入
り
口
の
枡
形
虎
口
は
多
聞
櫓
で
三
方
を
囲
み
、櫓
門
と
高
麗
門

ガ
バ
ナ
ー

2
月
号
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び
、
満
開
を
愛
で
、
落
花
を
惜
し
み
な
が

ら
、
心
の
動
き
を
歌
に
託
し
て
き
た
が
、

桜
の
散
る
姿
に
死
を
連
想
す
る
風
潮
が

起
こ
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
だ
ろ
う
か
。

特
に
、
戦
時
中
は
、
桜
の
よ
う
に
散
華
す

る
こ
と
が
、
人
間
と
し
て
尊
い
こ
と
と
さ

れ
た
。
人
は
、
桜
の
よ
う
に
潔
く
散
る
散

り
際
が
大
切
だ
。
つ
ま
り
、
戦
死
を
賛
美

す
る
た
め
の
方
便
と
し
て
使
わ
れ
た
よ

う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
私

は
、
散
る
桜
の
姿
よ
り
も
一
所
懸
命
咲
い

て
い
る
満
開
の
桜
の
方
が
好
き
だ
。

　

満
開
の
小
糸
桜
の
清
楚
な
美
し
さ
を

満
喫
し
た
後
は
、
室
生
寺
の
門
前
の
食
堂

で
、
精
進
料
理
と
般
若
湯
で
陶
然
と
し
た

気
分
に
浸
り
、
帰
路
に
就
く
。
こ
れ
こ
そ

凡
人
の
さ
さ
や
か
な
楽
し
み
で
あ
り
、
至

福
の
時
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

●
名
古
屋
中
R
C（
西
名
古
屋
分
区
）

　

2
0
0
8
年
版 

瓦
版

伊
藤 

秀
樹

　

2
0
0
8
年
版 

瓦
版
で
ご
ざ
〜
い
！

　

こ
の
頃
、
世

間
を
騒
が
す
醜

い
出
来
事
尊
属

殺
人 

無
差
別

殺
人　

　

も
っ
と
寂
し

い
出
来
事
は
、

家
の
ほ
し
い
人

に
家
を
与
え
た
気
分
に
し
た
サ
ブ
プ
ラ

イ
ム
ロ
ー
ン

　

人
間
の
頭
脳
は
計
り
知
れ
な
い
知
恵

を
示
す
け
れ
ど
、
か
わ
り
に
底
知
れ
な
い

冷
た
さ
を
産
む

　

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
も
巨
額
の
金
の
契

約
ブ
ー
ム
、
あ
っ
ち
の
サ
ッ
カ
ー
、
こ
っ

ち
の
メ
ジ
ャ
ー
、
は
た
ま
た
国
技
に
い
た

る
ま
で
八
百
長
ゲ
ー
ム
と
そ
し
ら
れ
て
、

渡
る
世
間
は
鬼
ば
か
り

　

小
耳
に
聴
い
た
い
い
話 

還
暦
前
の
デ

ヴ
ュ
ー
に
し
て 

切
々
と
歌
う
は
〝
愛
の

ま
ま
で
〞
歌
詞
を
理
解
し
て
減
っ
た
離

婚
率

　
「
日
本
人 

知
ら
ず
と
も
持
っ
て
育
つ
は 

感
受
性
」

　

歌
で
離
婚
が
減
る
な
ら
ば
、
み
ん
な
歌

で
直
そ
う
日
本
の
悪
い
癖

　

世
界
中 

1
0
0
年
に
1
度
の
大
恐
慌

ト
ヨ
タ
シ
ョ
ッ
ク
に
ソ
ニ
ー
シ
ョ
ッ
ク

　

企
業
の
所
為
ば
か
り
に
し
な
さ
ん
な

　

出
口
の
無
い
ト
ン
ネ
ル
が
な
い
よ
う

に
、太
陽
の
出
な
い
地
球
は
無
い

　

今
日
の
暮
ら
し
を
嘆
く
よ
り
、
明
日
に

見
つ
け
よ
う
希
望
の
道
を

　

不
平
不
満
は
す
ぐ
見
つ
け
、
な
か
な
か

言
え
な
い
感
謝
の
言
葉

　

一
汁
一
菜
を
お
い
し
い
と
感
じ
る
と

き
が
来
た
か
も
ね

　

経
済
繁
栄
の
下
の
衣
食
住
、
そ
れ
よ
り

素
敵
な
自
然
の
中
の
衣
食
住

　

分
か
っ
て
ほ
し
い
！　

日
教
組
と
分

裂
家
庭
に

　
〝
幸
せ
は
心
の
中
に
詰
ま
っ
て
い
る
ん

だ
よ
〞 

と
小
さ
な
時
に
教
え
た
い

　

奇
妙
な
意
地
を
教
え
る
よ
り
、
明
る
い

未
来
を
説
い
て
ほ
し
い

　

次
回
は
い
つ
に
な
る
の
や
ら
、
明
る
い

瓦
版

雑
感

●
豊
田
三
好
R
C（
西
三
河
中
分
区
）

　

銀
色
の 

樹
氷
の
よ
う
な 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

村
上 

ふ
さ
子

　

さ
ざ
ん
か
に 

袖
を
ひ
か
れ
し 

ほ
ほ
笑
み
て

近
藤 

純
子

川
柳
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●
豊
田
東
R
C（
西
三
河
中
分
区
）

　

悦
楽
の
忘
年
家
族
例
会

ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
長　

愛
知　

治

　

と
き
は
、
平
成
20
年
12
月
9
日
夜
の
戸

張
が
降
り
て
、
豊
田
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
忘
年
家
族
例
会
が
ホ
テ
ル
ト
ヨ
タ

キ
ャ
ッ
ス
ル
華
の
間
で
開
か
れ
た
。
集
う

衆
は
当
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
夫

人
、90
余
名 

華
や
か
な
装
い
の
騎
士
達
で

あ
る
。

　

今
年
は
和
や
か
に
、
大
人
の
ム
ー
ド

で
語
ろ
う
と
子
供
の
居
な
い
晩
餐
会
と

な
っ
た
。

　

会
は
近
藤
親
睦
活
動
委
員
長
が「
我
々

の
毎
週
の
寄
り
合
い
の
場
、
バ
ッ
キ
ン
ガ

ム
宮
殿
へ
よ
う
こ
そ
」の
発
生
で
一
挙
に

く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
と
な
り
始
ま
っ
た
。

　

美
人
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
司
会
進
行
も

加
わ
り
、
ま
ず
米
本
会
長
が
提
唱
す
る

〝
楽
〞に
つ
い
て
〝
楽
の
創
造
と
は
、
ま
ず

自
分
自
身
が
楽
し
む
こ
と
〞の
挨
拶
が
あ

り
ス
タ
ー
ト
。

　

新
入
会
員
の
紹
介
で
は
、「
私
こ
そ
会

員
に
相
応
し
い
」と
自
ら
セ
ー
ル
ス
ト
ー

ク
を
声
高
ら
か
に
P
R
す
る
場
面
も

あ
っ
て
和
気
あ
い
あ
い
の
ム
ー
ド
が
更

に
高
ま
っ
た
。
次
年
度
の
役
員
紹
介
で

は
、
浅
井
会
長
予
定
者
が「
協
力
し
て
く

れ
る
ス
タ
ッ
フ
を
口
説
い
た
の
で
、
私
は

任
せ
て
お
け
ば
大
丈
夫
。」と
言
え
ば
、
各

ス
タ
ッ
フ
は「
俺
流
に
や
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
あ
ふ
れ
る
特
技
を
ユ
ー
モ
ラ

ス
に
紹
介
。」
当
ク
ラ
ブ
30
周
年
記
念
へ

の
盛
り
上
が
り
が
一
層
期
待
で
き
る
も

の
に
な
っ
た
。

　

お
楽
し
み
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト「
あ

い
ざ
き
進
也
シ
ョ
ー
」
は
デ
ビ
ュ
ー
曲

〝
気
に
な
る
17
才
〞
に
始
ま
り

〝
A
g
a
i
n
〜
君
の
も
と
へ
〞ま

で
勢
力
的
な
歌
声
が
部
屋
い
っ
ぱ

い
に
響
い
た
。
若
い
メ
ン
バ
ー
の

夫
人
の
中
に
は
、
踊
り
だ
す
人
、
青

春
時
代
を
想
い
返
す
一
瞬
も
あ
り
、

30
年
を
超
す
歌
手
生
活
で
磨
か
れ

た
軽
妙
な
ト
ー
ク
に
酔
い
、
テ
ー

ブ
ル
の
ワ
イ
ン
が
ゆ
れ
酒
が
あ
ふ

れ
、
ビ
ー
ル
が
泡
立
つ
様
で
、
予
定
時
間

を
は
る
か
に
越
え
て
の
熱
演
と
な
っ
た
。

　

友
人
で
も
あ
る
川
﨑
幹
事
が
1
人
で
、

し
か
も
東
京
の
居
酒
屋
で
交
渉
し
た
出

演
料
で
納
ま
る
か
と
委
員
長
の
心
配

も
消
し
と
ん
で
楽
し
い
家
族
例
会
は
終

わ
っ
た
。

　

担
当
委
員
会
の
全
員
の
協
力
と
入
念

な
準
備
を
重
ね
た
委
員
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
相
ま
っ
て
今
回
の
宴
は
悦
楽

の
忘
年
家
族
例
会
と
な
っ
た
。

●
あ
ま
R
C（
西
尾
張
分
区
）

　

大
野
寺
の
桜

坂
神 

裕
城

　

こ
こ
数
年
、
桜
の
季
節
に
な
る
と
、
奈

良
の
大
野
寺
へ
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
大
野
寺
は
室
生
寺
の
入
口
に
あ
る
小

さ
な
古
刹
で
、
伝
承
で
は
、
空
海
が
室
生

寺
の
西
の
大
門
と
定
め
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

こ
の
寺
に
小
糸
桜
と
い
う
し
だ
れ
桜

の
巨
木
が
二
本
あ
る
。
樹
齢
三
百
年
の
老

桜
で
、
毎
年
、
限
り
な
く
白
に
近
い
薄
紅

の
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
る
。
し
だ
れ
桜
特

有
の
何
か
物
寂
し
げ
な
風
情
が
漂
う
、
こ

の
花
に
惹
か
れ
て
出
か
け
る
の
で
あ
る
。

　

若
い
頃
は
、
花
に
も
ほ
と
ん
ど
関
心
が

な
か
っ
た
が
、
老
境
に
差
し
か
掛
か
る
年

代
に
な
る
と
と
も
に
、
何
故
か
、
自
然
の

風
物
に
心
が
動
く
よ
う
に
な
っ
た
。
妻

は
、
私
の
心
境
の
変
化
を
笑
う
が
、
こ
れ

ば
か
り
は
、説
明
の
し
よ
う
が
な
い
。

　

日
本
人
は
、
万
葉
の
昔
か
ら
、
桜
を
こ

よ
な
く
愛
し
て
き
た
。
開
花
を
待
ち
侘

随
筆
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け
れ
ば
な
ら
な
い
者
は
2
号
車
に
、
こ
の

た
び
は
自
分
だ
け
で
癒
す
こ
と
が
で
き

る
者
は
1
号
車
に
集
合
し
ま
し
た
。
T
酒

造
の
差
し
入
れ
も
あ
り
、
1
号
車
で
は
、

出
発
と
同
時
に
乾
杯
と
相
成
り
ま
し
た
。

な
か
な
か
の
酒
盛
り
で
、
途
中
幹
事
が
コ

ン
ビ
ニ
で
飲
み
物
を
仕
入
れ
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
1
時
間
ご
と
に
ト
イ
レ
休
憩
を
申
し

入
れ
、
中
に
は
、「
卓
話
で
さ
え
30
分
」だ

な
ど
と
、
わ
け
が
わ
か
ら
ん
こ
と
を
お
め

く
者
も
あ
り
。
ま
た
、
日
頃
の
不
興
を
取

り
戻
す
べ
く
、
奥
方
と
会
話
を
は
ず
ま
せ

る
者
も
多
く
お
り
ま
し
た
。
な
に
し
ろ
親

睦
と
友
愛
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
昼
前
に
は
、「
福
井
県
立
恐

竜
博
物
館
」に
辿
り
着
き
ま
し
た
。
一
同

は
恐
竜
の
生
き
て
い
た
時
代
に
思
い
を
馳

せ
、
ま
た
、
次
は
自
分
達
が
博
物
館
に
入

る
の
か
な
ど
と
、
無
常
を
感
ず
る
者
も
お

り
ま
し
た
。恐
竜
ワ
イ
ン
や
、恐
竜
ス
テ
ー

キ
を
作
っ
た
ら
売
れ
る
ぞ
な
ど
と
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
者
も
い
ま
し
た
。　

　

昼
過
ぎ
、
ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
は
、

す
っ
か
り
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、

鯖
江「
一
之
松
」で
、
愉
し
み
に
し
て
い
た

越
前
蟹
づ
く
し
が
始
ま
る
と
、
ま
た
酒
も

進
み
、
多
く
の
者
が
完
食
と
い
う
素
晴
ら

し
い
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。
黙
々
と
蟹
を

剥
き
、
喰
う
…
…
そ
れ
は
、
い
つ
も
皆
に

奉
仕
し
、
抑
圧
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な

（
？
）、す
ご
い
迫
力
で
あ
り
ま
し
た
。

　

帰
り
道
は
、敦
賀
で
、海
産
物
、か
ま
ぼ

こ
な
ど
、家
族
を
残
し
て
き
た
も
の
は
、ア

リ
バ
イ
的
に
土
産
物
を
大
量
に
買
い
求

め
、帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

帰
路
、こ
れ
か
ら
も
、配
偶
者
や
、子
ど

も
、ま
た
両
親
だ
け
で
な
く
、ロ
ー
タ
リ
ー

の
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

い
る「
ロ
ー
タ
リ
ー
家
族
」に
も
、
輪
を
広

げ
、
奉
仕
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が

強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

●
豊
橋
R
C（
東
三
河
分
区
）

　

豊
橋
R
C
年
末
家
族
会

ク
ラ
ブ
会
報
委
員
長　

青
木 

良
浩

　

去
る
12
月
18
日
、
8
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
ば
か
り
の『
ホ
テ
ル
ア
ー
ク
リ
ッ
シ
ュ

豊
橋
』に
お
い
て
、豊
橋
ロ
ー
タ
リ
ー
高
齢

の
年
末
家
族
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
員

自
ら
の「
手
作
り
」
を
伝
統
と
す
る
豊
橋

ロ
ー
タ
リ
ー
で
も
っ
と
も
盛
り
上
が
る
こ

の
家
族
会
に
、
下
は
1
歳
か
ら
上
は
90
歳

ま
で
1
5
0
名
も
の
会
員
と
そ
の
ご
家

族
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は「
弦
楽
四
重
奏
」
と

「
マ
ジ
ッ
ク
」。
名
古
屋
音
大
の
カ
ル
テ
ッ

ト『
A
m
i
c
o
』に
よ
る
、
ク
リ
ス
マ
ス

メ
ド
レ
ー
を
中
心
と
し
た
美
し
い
演
奏

の
後
は
、
マ
ジ
シ
ャ
ン　

ヤ
ス
ア
キ
・
ナ

イ
ト
ー
に
よ
る
楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
の
始

ま
り
。
マ
ジ
ッ
ク
が
鮮
や
か
に
繰
り
出
さ

れ
る
た
び
に
、
会
場
は
拍
手
と
感
嘆
に
沸

き
ま
し
た
。
特
に
、
舞
台
の
す
ぐ
前
に
設

け
ら
れ
た
子
供
専
用
の『
特
別
席
』で
は
、

何
と
か
タ
ネ
を
見
破
ろ
う
と
必
死
な
子
・

ひ
た
す
ら
手
品
の
不
思
議
さ
に
見
と
れ

る
子
た
ち
の
目
が
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
一
挙
手

一
投
足
に
く
ぎ
づ
け
で
し
た
。
そ
し
て
、

そ
ん
な
様
子
を
見
守
る
R
C
会
員
の
目

は
み
ん
な
と
て
も
温
か
で
、
豊
橋
ロ
ー
タ

リ
ー
の「
手
作
り
」
の
よ
さ
を
改
め
て
感

じ
た
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

左側のMr.ユニクロが、執筆者の松崎安
孝・雑誌委員会副委員長。

兄弟仲良しのロータリアンS家一族は、
兄が妻と2人の愛娘を同伴、弟は夫婦で
参加、元気いっぱい楽しみました。

日本海産保障タグ付の蟹をじっと見る。
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け
な
け
れ
ば
、
不
安
定
な
仕
事
し
か
就
け

ず
、
そ
の
為
に
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
そ
し
て
そ
の
子
供
た
ち

も
貧
困
に
苦
し
む
と
い
っ
た
貧
困
の
サ
イ

ク
ル
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
困
難
で
す
。

あ
し
な
が
育
英
会
は
、
そ
う
い
っ
た
子
供

た
ち
が
教
育
を
受
け
る
こ
と
で
、
こ
の
サ

イ
ク
ル
か
ら
抜
け
出
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
奨
学
金
を
支
給
す
る
運
動
を
続
け

て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

●
田
原
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
R
C（
東
三
河
分
区
）

　

年
次
寄
付
金
の
実
績
と

　

D
D
F
事
業
活
動
の
内
容

井
上　

健

　

私
は
会
員
歴
19
年
に
成
り
ま
す
が
、
年

次
寄
付
金
の
お
金
の
使
用
内
容
に
付
い

て
は
ま
っ
た
く
知
ら
ず
に
今
ま
で
過
ぎ

て
き
ま
し
た
。
3
年
前
に
当
ク
ラ
ブ
で

D
D
F
事
業
を
実
施
し
た
事
に
よ
り
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
で

も
当
日
の
施
設
の
子
供
た
ち
の
楽
し
そ

う
な
笑
顔
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　

そ
し
て
翌
年
思
い
も
し
な
か
っ
た
事
が

起
こ
り
、
当
時
の
尾
原
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
様

か
ら
地
区
役
員
で
有
る
、
補
助
金
委
員
に

指
名
を
さ
れ
、
軽
い
気
持
ち
で
引
き
受
け

ま
し
た
と
こ
ろ
、
7
月
に
入
っ
て
最
初
の

補
助
金
委
員
会
の
会
議
に
出
席
を
し
て

大
変
重
要
な
役
目
で
有
る
事
を
痛
感
い

た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
一
人
1
0
0
ド
ル
の
年

次
寄
付
金
と
D
D
F
申
請
の
内
容
に
つ
い

て
オ
ー
ル
三
河
分
区
内
の
過
去
3
年
間

の
実
績
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　

右
記
の
三
河
分
区
内
の
実
績
を
見
て

感
じ
ま
す
事
は
、
皆
様
方
の
尊
い
お
金
を

折
角
ご
寄
付
頂
き
な
が
ら
、
D
D
F
申
請

が
少
な
い
為
に
、
結
果
的
に
は
他
の
地
区

へ
寄
付
金
が
流
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
る
奉

仕
の
心
で
、
地
区
内
の
施
設
の
恵
ま
れ
な

い
子
供
た
ち
や
地
域
の
住
民
に
奉
仕
活

動
を
捧
げ
る
事
に
よ
り
、
皆
様
か
ら
喜
ば

れ
る
奉
仕
の
ク
ラ
ブ
こ
そ
が
ロ
ー
タ
リ
ー

活
動
の
精
神
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
地
域
住
民
か
ら
尊
敬
さ
れ

る
奉
仕
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
豊
橋
ゴ
ー
ル
デ
ン
R
C（
東
三
河
分
区
）

　

20
周
年
を
期
にロ

ー
タ
リ
ー
情
報
委
員
長

谷
村 

泰
裕

　

本
年
度
、
当
ク
ラ
ブ
は
20
周
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
を
期
に
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
内
で
は
C
L
P
の

導
入
を
考
え
、
今
後
の
ク
ラ
ブ
の
在
り
方

も
一
新
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

対
外
的
な
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
今
ま
で

関
っ
た
こ
と
の
な
い
文
化
事
業
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
市
民
オ
ペ
ラ
で
す
。

20
周
年
記
念
事
業
テ
ー
マ
と
し
て『
全
員

参
加
で
地
域
社
会
に
文
化
の
芽
を
育
て
、

未
来
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
を
創
造
し
よ
う
。』を

掲
げ
、
市
民
参
加
の
オ
ペ
ラ
を
共
催
し
ま

す
。
お
客
様
の
感
動
だ
け
で
な
く
、
参
画

し
た
人
間
全
て
の
心
を
動
か
し
、
喜
び
を

分
か
ち
合
い
、
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
な
舞

台
と
運
営
を
目
指
し
ま
す
。
限
ら
れ
た
条

件
の
中
で
あ
っ
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性

を
探
り
、
最
高
を
求
め
、
最
善
を
尽
く
し

ま
す
。
オ
ペ
ラ
開
催
日
は
2
0
0
9
年
5

月
30
日（
土
）、
31
日（
日
）で
す
。
豊
橋
の

ア
イ
プ
ラ
ザ
で
行
な
い
ま
す
。
ロ
ー
タ
リ

ア
ン
の
皆
様
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
津
島
R
C（
西
尾
張
分
区
）

　

家
族
会『
越
前
蟹
づ
く
し
』

ク
ラ
ブ
雑
誌
委
員
会
副
委
員
長

松
崎 

安
孝

　

わ
れ
わ
れ
は
、
総
員
75
名
の
中
小
ク

ラ
ブ
で
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
41
名
の
会

員
と
16
名
の
奥
方
、
3
名
の
お
子
さ
ま
、

そ
し
て
米
山
奨
学
生
も
招
い
て
の
家
族

会
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
海
に
蟹
を
求
め

て
、旅
立
ち
ま
し
た
。
勿
論
、日
頃
の
家
族

へ
の
感
謝
の
意
を
込
め
て
で
あ
り
ま
す
。

　

11
月
30
日（
日
）、
早
朝
7
時
半
に
集

合
。
日
頃
の
悪
行
に
て
奥
方
に
感
謝
し
な

事
業

親
睦
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活
動

●
名
古
屋
中
R
C（
西
名
古
屋
分
区
）

　

創
立
40
周
年
記
念

　
「
世
代
交
流 
50
年
へ
の
炉
談
の
夕
べ
」

創
立
40
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長

片
山 

敬
勝

　

ま
だ
先
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
名
古
屋

中
R
C
は
2
0
0
9
年
10
月
に
創
立
40

周
年
と
な
る
。
現
在
、
そ
の
準
備
を
始
め
、

何
を
や
ろ
う
か
企
画
中
で
あ
る
。

　

い
く
つ
か
の
ア
イ
デ
ア
の
一
つ
に「
世

代
交
流 

50
年
へ
の
炉
談
の
夕
べ
」
が
あ

る
。
名
古
屋
中
R
C
は
、
創
立
当
初
か
ら

「
お
互
い
を
よ
く
知
り
合
い
、若
さ
と
品
格

の
あ
る
楽
し
い
ク
ラ
ブ
」の
コ
ン
セ
プ
ト

が
今
も
生
き
て
い
る
。
名
古
屋
市
郊
外
に

初
代
会
長
所
有
の
〝
和
合
山
荘
〞が
あ
る
。

以
前
に
は
会
員
が
酒
を
酌
み
交
わ
し
大

い
に
語
り
合
っ
た
所
だ
。
こ
の
原
点
の
場

に
戻
る
。

　

各
世
代
を
交
え
て
数
回
に
分
け
て
実

施
す
る
が
、
た
だ
お
酒
を
飲
ん
で
食
事

を
し
て
盛
り
上
が
る
だ
け
に
は
し
な
い
。

テ
ー
マ
を
持
っ
て
語
り
合
う
。「
40
年
の

歴
史
を
知
り
・
こ
ん
な
ク
ラ
ブ
で
あ
り
た

い
・
50
周
年
に
向
け
て
の
理
想
を
話
し
合

う
・
お
互
い
を
よ
く
知
り
合
う
。」退
会
防

止
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
中
で
、
お

互
い
に
友
情
を
深
め
、
プ
ラ
イ
ド
の
も
て

る
理
想
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
進
む
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
内
容
を
ク
ラ
ブ
の

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
に
毎
回
少
し
ず
つ
掲
載
し

て
い
く
。
あ
る
一
日
だ
け
が
記
念
日
と
し

て
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
年
度
が
40

周
年
で
あ
る
こ
と
を
い
つ
も
意
識
で
き
る

よ
う
盛
り
上
げ
た
い
。

　

検
討
中
の
ア
イ
デ
ア
の
一
つ
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、
40
周
年
委
員
会
で
は
今
ま
で

の
記
念
事
業
に
と
ら
わ
れ
ず
、
40
年
か
ら

50
年
に
向
け
て
素
晴
ら
し
い
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
な
る
べ
く
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
名
古
屋
栄
R
C（
西
名
古
屋
分
区
）

　

あ
し
な
が
育
英
会

副
幹
事　

小
橋 
忠
直

　

先
日
、
当
栄
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
社
会
奉

仕
委
員
会
の
活
動
の
一

環
と
し
て
名
古
屋
は
栄
、
三
越
百
貨
店
の

前
で
行
わ
れ
ま
し
た
、
あ
し
な
が
育
英
会

の
募
金
活
動
に
参
加
致
し
ま
し
た
。
私
は

今
年
で
3
回
目
の
参
加
で
す
が
、
当
ク
ラ

ブ
で
の
こ
の
会
へ
の
募
金
活
動
の
参
加
は

今
年
で
、4
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
街
頭
に
立
っ
て
募
金

の
活
動
は
、
中
学
校
時
代
に
年
末
助
け
合

い
と
証
し
た
募
金
活
動
を
ク
ラ
ブ
活
動

の
一
環
と
し
て
寒
い
中
、
冬
休
み
は
ほ
と

ん
ど
毎
日
担
ぎ
出
さ
れ
て
街
頭
募
金
を

し
た
記
憶
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
時
は
現
在
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
と
か
社
会
奉
仕
と
か
の
意
識
は
あ

ま
り
な
く
、
た
だ
人
々
が
毎
日
の
生
活

が
大
変
で
、
お
互
い
何
か
助
け
あ
え
れ
ば

と
、
人
々
の
共
通
し
た
考
え
方
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
し
、
又
そ
う
し
た
助
け
合
い

活
動
が
友
人
関
係
を
う
ま
く
や
っ
て
行

く
ひ
と
つ
の
手
段
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

い
、懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

近
年
は
通
信
手
段
の
発
達
か
寄
付
活

動
が
電
話
、携
帯
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

を
媒
体
と
し
て
の
活
動
に
変
化
し
て
き

ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
た
だ
お
金
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
を
見
る
の
み
で
募
金
活
動
を
通
じ
て
の

温
か
み
が
伝
わ
っ
て
来
な
い
よ
う
な
一
抹

の
寂
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　

た
だ
お
金
を
寄
付
す
る
の
み
で
は
な

く
、
こ
の
よ
う
な
街
頭
に
出
て
の
行
動
を

伴
う
奉
仕
活
動
も
又
喜
び
も
ひ
と
し
お

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
も
あ
し
な
が
育
英
会
の
募
金
活

動
に
多
数
の
現
役
の
高
校
生
が
自
ら
志

し
て
活
動
に
参
加
し
て
い
る
姿
を
み
る
に

つ
け
頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。

　

私
自
身
は
短
時
間
で
の
募
金
活
動
の

参
加
で
し
た
が
、
何
か
心
に
感
じ
る
も
の

が
あ
り
又
来
年
も
と
決
意
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
あ
し
な
が
育
英
会
と
は
、
病

気
や
災
害
、
ま
た
自
死
の
遺
児
の
進
学
を

支
援
す
る
団
体
で
す
。

　

最
近
で
は
、
自
殺
な
ど
で
働
き
手
で
あ

る
父
親
を
亡
く
す
子
供
も
少
な
く
な
く
、

遺
児
母
子
家
庭
の
平
均
勤
労
年
収
は
、

1
3
7
万
円
と
、一
般
家
庭
の
約
30
％
で
、

生
活
す
る
の
が
精
一
杯
で
教
育
費
を
捻

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
教
育
を
受

左から西田充宏・花井哲朗・原常之（クラブ奉仕委員長）・三浦幸治・
大野友三（社会奉仕委員長）
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●
一
宮
中
央
R
C（
西
尾
張
分
区
）

　

ロ
ー
タ
リ
ー
、出
会
い
と
別
離

森　

榮

　

入
会
し
て
も
う
す
ぐ
20
年
に
な
る
。
私

に
と
っ
て
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は「
人
」に

つ
き
る
。

　

多
く
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
W
C
S
で

訪
問
し
た
チ
ェ
ン
マ
イ
の
キ
ッ
チ
ャ
歯
科

医
師
夫
妻
や
世
界
大
会
で
会
っ
た
青
少

年
交
換
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
は
ク
リ

ス
マ
ス
カ
ー
ド
の
交
換
を
し
て
い
る
。
そ

し
て
何
よ
り
の
出
会
い
は
、
例
会
の
た
び

に
誘
い
合
う
仲
間
た
ち
と
で
あ
る
。
こ
の

仲
間
た
ち
が
い
る
か
ら
こ
そ
続
け
ら
れ
る

ロ
ー
タ
リ
ー
。
そ
れ
だ
け
に
別
離
は
つ
ら

い
も
の
で
あ
る
。
退
会
し
た
人
と
は
ま
た

会
え
る
。逝
っ
た
人
に
は
も
う
会
え
な
い
。

　

5
年
前
、
私
が
主
治
医
か
ら
ガ
ン
の
告

知
を
受
け
た
時
、
ち
ょ
う
ど
見
舞
い
に
来

て
く
れ
て
い
た
仲
間
の
一
人
が
、
つ
い
先

日
亡
く
な
っ
た
。
同
じ
高
校
で
学
び
、
一

緒
に
仲
間
か
ら
還
暦
を
祝
っ
て
も
ら
っ
た

5
ヶ
月
違
い
の
弟
の
よ
う
な
彼
の
、
最
後

の
例
会
出
席
と
な
っ
た
日
、私
は
、い
つ
も

な
ら
そ
の
後
に
控
え
て
い
る
業
界
の
会

議
が
な
か
っ
た
の
で
、「
今
日
は
付
き
合

え
る
よ
」と
い
う
と
、
は
じ
め
は
、「
体
調

が
悪
い
の
で
今
日
は
帰
る
」と
い
っ
て
い

た
彼
で
あ
る
が
、「
榮
ち
ゃ
ん
が
行
く
な

ら
」と
皆
と
一
緒
に
ス
ナ
ッ
ク
に
繰
り
出

し
た
。

　

私
達
は
、
懐
か
し
い
青
春
時
代
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
大
声
で
歌
っ
た
。彼
も
歌
っ
た
。

「
が
ん
ば
っ
て
生
き
て
て
よ
」、
も
う
全
身

に
ガ
ン
が
転
移
し
た
と
い
う
彼
に
、
私
は

泣
い
て
そ
う
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
や
る
こ

と
は
や
っ
た
か
ら
思
い
残
す
こ
と
は
な
い

と
言
っ
て
い
た
彼
が
、
そ
の
時
初
め
て
涙

を
見
せ
た
。

　

そ
の
後
、
皆
が
心
で
泣
き
な
が
ら
歌
っ

た「
昴
」。

彼
を
送
る
日
、私
は
ま
た
、あ
ふ
れ
る
涙
で

葬
送
の
曲
と
な
っ
た
そ
の
歌
を
聞
い
た
。

私
と
ロ
ー
タ
リ
ー

在りし日の森 義治君、女性会員とともに。
左より大道洋子君・森 義治君・森 榮 

【鬼祭り】　撮影　東三河分区 豊橋RC  山田享司
国の重要無形民族文化財である「鬼祭り」は安久美神戸神明社の伝統の祭りです。毎年2月10日11日、時折小雪の舞う中で繰り広げられる
天下の奇祭として知られています。
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